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江
戸
時
代
後
期
に
完
成

　

荻
窪
用
水
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
小
田
原

藩
の
農
地
開
発
事
業
と
し
て
開
か
れ
た
用
水

路
で
す
。
箱
根
湯
本
で
早
川
か
ら
取
水
し
、

荻
窪
川
上
流
に
導
水
す
る
約
６.
２
キ
ロ
が
幹

線
で
、
昔
は
湯
本
堰せ

ぎ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
用
水
路
の
工
事
は
、寛
政
9（
1
7
9
7
）

年
に
始
め
ら
れ
、
寛
政
11（
1
7
9
9
）年
に

完
成
し
た
と
い
う
記
録
が
、『
萬ば

ん

松し
ょ
う

院い
ん

文
書
』

や『
宝ほ

う

泉せ
ん

寺じ

文
書
』に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
の
小
田
原
藩
は
…

　

天
明
の
地
震
や
飢き

饉き
ん

に
よ
り
、
小
田
原
藩

の
財
政
は
困
窮
し
て
い
ま
し
た
。
名
君
と
言

わ
れ
た
第
七
代
小
田
原
藩
主
・
大
久
保
忠た

だ

真ざ
ね

は
、
山
ろ
く
部
の
畑
を
水
田
に
す
る
こ
と
で

年
貢
米
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
、
荻
窪
用
水
を

造
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
小
田
原
藩
で
は
、
政
治
改
革
の
一

環
と
し
て
、
藩
校
「
集
成
館
」を
開
設
し
、
た

と
え
下
級
武
士
で
も
能
力
が
あ
り
努
力
を
惜

し
ま
な
い
者
を
見
つ
け
育
成
し
た
り
、
二
宮

荻
窪
用
水

を
た
ず
ね
て

江
戸
時
代
の
小
田
原
で
は
、新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

多
く
の
用
水
路
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
荻
窪
用
水
で
す
。

昨
年
11
月
、歴
史
的
土
木
構
造
物
と
し
て
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
荻
窪
用
水
」の
歴
史
と
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

問 

文
化
財
課 

☎ 

33-

1
7
1
5

小
田
原
の
宝
が
ま
た
一
つ

　
小
田
原
に
は
、
日
本
の
城
郭
遺
構
を

代
表
す
る
城
と
、
明
治
期
に
つ
な
が
る

幾
多
の
人
を
育
成
し
た
二
宮
金
次
郎

と
い
う
大
き
な
宝
物
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年「
荻
窪
用
水
」が
土
木
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
、
小
田
原
の
宝
物
が
一

つ
増
え
ま
し
た
。
か
つ
て
の
稲
作
の

用
水
か
ら
進
化
し
て
、
水
流
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
遺
産
と

し
て
、
ま
た
、
水
路
沿
い
に
は
、
今

は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
隧ず

い

道ど
う

や
開
水

路
、
周
辺
の
遺
跡
な
ど
を
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
訪
ね
歩
き
、

荻
窪
用
水
が
流
れ
る
丘
陵
の
中
腹
か

小田原城郭研究会

山口隆さん

2



金
次
郎
を
登
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
藩
政
改

革
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
小
田
原
藩
は
、
荻
窪
用
水
の
御
陣
屋
を
東
海

道
沿
い
の
風
祭
に
建
て
、
東
海
道
を
行
き
交
う

大
名
に
見
せ
、
若
い
君
主
で
あ
っ
た
忠
真
の
出

世
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
荻
窪
用
水
が
完
成
し
た

翌
年
、
寛
政
12（
1
8
0
0
）年
に
は
、
忠
真
は
、

幕
府
の
奏そ

う

者じ
ゃ

番ば
ん

と
い
う
将
軍
側
近
に
取
り
立

て
ら
れ
、
そ
の
後
、
幕
府
の
老ろ

う

中じ
ゅ
う

首し
ゅ

座ざ

（
現
在

の
首
相
）に
ま
で
上
り
つ
め
ま
す
。

そ
の
頃
の
荻
窪
村
は

　
荻
窪
用
水
が
で
き
る
前
の
荻
窪
村
は
、「
荻

窪
の
芋
食
い
に
は
娘
は
嫁
に
や
れ
ぬ
」
な
ど

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
水
不
足
の
た
め
水
田
が

少
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

『
小
田
原
領
西に

し

筋す
じ

村む
ら

々む
ら

高だ
か

ノの

帳ち
ょ
う』や『

万ま
ん

治じ

検け
ん

地ち

帳ち
ょ
う』に

残
る
記
録
に
よ
る
と
、
土
地
の
生
産
力

を
表
す
石こ

く

高だ
か

は
他
の
村
に
決
し
て
引
け
を
取

り
ま
せ
ん
。
人
口
も
他
の
村
よ
り
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
荻
窪
用
水
の
で
き
る
約
50
年

前
に
は
別
の
用
水
路
を
造
り
、
小
田
原
藩
内

で
は
珍
し
い「
た
め
池
」を
築
く
な
ど
、
独
自

の
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
荻
窪
村
は
、
努

力
を
重
ね
て
き
た
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

荻
窪
用
水
と
川
口
廣ひ

ろ

蔵ぞ
う

　
荻
窪
用
水
の
工
事
を
指
導
し
、
中
心
と
な
っ

て
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
、
現
在
の
山
北
町

に
住
ん
で
い
た
川
口
廣
蔵
の
名
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
廣
蔵
の
家
は
、
酒
造
業
を
営
む
比

較
的
恵
ま
れ
た
家
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
廣
蔵

は
、
地
元
で
河
川
用
水
の
工
事
に
携
わ
っ
た

経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
荻
窪
用
水
の
工

事
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
荻

窪
用
水
完
成
後
、
廣
蔵
は
、
毎
年
米
5
俵
を

藩
か
ら
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が『
二
宮
尊
徳
全

集
』に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

荻
窪
用
水
完
成
後

　
荻
窪
用
水
が
で
き
る
と
、
荻
窪
、
水
之
尾
、

板
橋
、
風
祭
、
入
生
田
、
湯
本
の
人
々
は
、
畑

や
水
不
足
の
田
を
約
58
町
歩
の
豊
か
な
水
田

に
造
り
替
え
ま
し
た
。

　
今
で
も
、
荻
窪
で
は
こ
れ
に
感
謝
し
て
春
・

秋
の
彼
岸
に
代
表
者
が
山
北
町
に
あ
る
廣
蔵

の
墓
に
お
参
り
し
、
供
養
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
以
降
、
荻
窪
用
水
は
、
飲
み
水
や
水
車
、

発
電
、工
場
の
た
め
に
も
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
戦
後
に
な
る
と
、
水
車
を
使
う
こ
と
も
少
な

く
な
り
、
次
々
に
撤
去
さ
れ
、
ま
た
、
水
田
も

減
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
も
、
荻

窪
用
水
や
関
わ
っ
て
き
た
人
々
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
多
く
残
り
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
用
途
を
変
え
て
き
た
荻
窪

用
水
。
2
0
0
年
も
の
長
い
時
間
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
流
れ
る
水
は
、
多
く
の
人
に
、
多
く

の
恵
み
を
与
え
て
い
ま
す
。

ら
見
る
小
田
原
の「
お
気
に
入
り
の
景

色
」を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
荻
窪
用
水
」
の
再
発
見
を
！

　
昨
年
、
土
木
学
会
は
、「
荻
窪
用
水
」

を
歴
史
的
な
地
域
資
産
の
核
と
し
て

保
存
さ
れ
る
べ
き
土
木
構
造
物
に
認

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
際
、
私
た
ち
も「
荻
窪
用
水
」

を
単
な
る
偉
人
の
歴
史
美
談
と
し
て

で
な
く
、
現
存
す
る「
荻
窪
用
水
」の

水
路
、
水
車
、
水
源
地
、
遺
跡
な
ど

の
各
種
構
造
物
が
2
5
0
余
年
間
に

わ
た
っ
て
営
ま
れ
た
、
先
人
た
ち
の

開
発
、
改
修
、
保
全
の
成
果
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
小
田
原
の
誇
る
べ

き
歴
史
遺
産
と
し
て
具
体
的
に
と
ら

え
た
い
も
の
で
す
。

　
標
高
1
0
0
メ
ー
ト
ル
辺
り
の
山

ろ
く
を
流
れ
る
水
路
は
格
好
の
緑
と

歴
史
の
散
策
コ
ー
ス
で
す
。
歩
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

南足柄歴史同好会会長

内田清さん
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桜田隧
ず い

道
どう

（トンネル）  

桜田隧道は、荻窪用水が工
事された当時は、最も長いト
ンネルでした。内部で左へ
弓状に曲がっています。出入
口は、コンクリートで補強さ
れていますが、内部は掘られ
た当時の素掘りのままです。

萬
ば ん

松
しょう

院
い ん

  

萬松院は、初代小田原藩主
大 久保忠

た だ

世
よ

が 徳 川家 康の
長男、松平信

の ぶ

康
や す

を供養する
ために建立した寺院で、境
内を 通る荻 窪 用 水に関す
る文書を数多く保管してい
ます。

市
い ち

方
か た

神社  

市方神社は、荻窪の鎮守で
す。境内には、昭和27（1952）
年に建立された「川口廣蔵
翁
お う

頌
しょう

徳
と く

碑
ひ

」の他、馬頭観音、
唯
ゆう

念
ねん

名
みょう

号
ごう

塔
とう

などの多くの
塔や碑があります。

「めだかの学校 」  
発祥の地
荻窪は、童謡「めだかの学 
校」発祥の地です。昭和 25

（1950）年 に NHK が 作 詞
家の茶

ち ゃ

木
き

滋
しげる

に依頼しました。
茶木は、昭和 21（1946）年
に小田原に疎開し、荻窪の
農家へ買い出しに出かけた
際に長男と交わした会話を
思い出し、この歌詞ができ
ました。

荻窪の駒形水車  

今では、小田原市内の水車
はこの1軒のみとなり、貴重
な設備です。この水車では、
米つきを２昼夜かけて行っ
ていました。昔は、製粉 や
製 材の 仕事 をする水 車も
あったそうです。

NPO 法人  小田原ガイド協会

問  ☎ 22-8800 ／FAX  22-8814

　3月31日（土 ）、NPO 法人小田原ガイド協会の
皆さんの案内で、「土木遺産認定記念〜荻窪用水
と関連施設を歩く〜」ウオーキングイベントが行わ
れました。
　雨や風が強まりあいにくの天候の中、30 人の
参加者の皆さんは、グループに分かれて、ガイド
協会の皆さんから丁寧に説明を受けながら、実
際に荻 窪 用水の流 れを目にして、200 年も前に
造られた小田原が誇る土木遺産に思いを巡らせ
ました。

疎水百選 & 土木遺産

　荻窪用水は、平成 18 年に「疎水百選 」に選ばれ、
平成 23 年11月に「土木遺産 」に認定されました。

「疎水百選 」

　疎水とは、かんがいや舟運のために、新たに土
地を切り開いて水路を設け、通水させることをい
います。平成 17 年に全国水

み

土
ど

里
り

ネット（全国土地
改良事業団体連合会 ）により全国 110 か所が疎水
百選として選定されました。

「土木遺産 」

　公益社団法人土木学会が土木遺産の顕彰を通
じて歴史的土木構造物の保存に資することを目的
に、平成 12 年に認定制度として設立しました。平
成 23 年度までに全国で234 件、神奈川県内では

「荻窪用水と関連施設 」のほかに「箱根登山鉄道 」、
「箱根地区国道 1号施設群」など8 件が認定されて
います。
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出口橋

小田原駅

入
生
田
駅

紹
太
寺

し
ょ
う
た
い
じ

よ
し
の
だ
ず
い
ど
う

な
め
り
ざ
わ
ず
い
ど
う

ば
ん
し
ょ
う
い
ん

や
ま
が
た

に
っ
と
う
し
ょ
う
に
ん

え
ん
し
ょ
う
く
ら
せ
ぎ

か
り
ま
た
ず
い
ど
う

滑
沢
隧
道

芳
之
田
隧
道

6
分

0・3
km

20
分

1・0
km

30
分

2・0
km

15
分

10
分

1・0
km

風
祭
駅

0・7
km

20
分

1・2
km

10
分

0・7
km

0・7
km

10
分

10
分

10
分

20
分

1・5
km

8
分

0・7
km

5
分

0・3
km

5
分

0・2
km

5
分

0・3
km

15
分

1・0
km

萬
松
院

山
懸
水
道
水
源
池

煙
硝
蔵
堰

取
入
口

狩
俣
隧
道

入
口

板
橋
用
水
取
水
口

荻
窪
用
水
溜
池
跡

日
透
上
人
の
墓

水
車
小
屋

め
だ
か
の
学
校

小
田
原
駅
西
口

市
方
神
社

所
要

時
間

所
要

時
間

3
時
間

入
生
田
コ
ー
ス

 

.
9
ｋ
ｍ

2
時
間

風
祭
コ
ー
ス

煙硝蔵堰
取入口

狩俣隧道入口
板橋用水
取水口

丸山隧道

滑沢隧道

烏帽子岩隧道

丸塚隧道

芳之田隧道

長興山
しだれ桜

鉄牛和尚の
寿塔

稲葉
一族の墓
（春日局の墓）

1

1336

37
3839

40

0・7
km

0・7
km

箱根板橋駅

日透上人の墓

坊所川

荒神社

東泉院

久
野
川

バス通り、
交通量多い。

荻窪IC

こどもの森公園
わんぱくらんど

辻村植物公園

桜田隧道

水之尾毘沙門天
車道を渡る。注意！

荻窪用水
溜池跡

サンサンヒルズ
小田原

山縣水道
水源池

国立療養所
箱根病院

紹太寺

太霊神社 宝泉寺

萬松院

早川
小田原箱根道路

箱根口IC

一里塚跡

八幡神社

小田原西IC

市方神社

水車小屋

めだかの学校

税務署
丹羽病院

小田原厚木道路

小
田
原
山
北
線

74

城山陸上競技場

城山公園

箱
根
登
山
鉄
道

大窪支所
小田原
競輪場

城祉公園

社会保険
事務所

市民会館

徳常院

松原神社

小田原宿
なりわい交流館

無量寺

早川

海蔵寺
東善院（魚籃大観音）

久翁寺

早川観音
紀伊神社

早川
支所

小田原
漁港

小田原
さかなセンター

正蔵寺
早川IC

大蓮寺
報身寺

西湘バイパス

小田原文学館・白秋童謡館

裁判所

圓福寺

入生田駅

距離

107

 

.
3
ｋ
ｍ

距離

早川駅

西口

風祭駅

▲…開渠
かいきょ

1413

バス通りから脇道に
入ると「日透上人の墓」
があります。

小さい橋を渡る。
手前にコース図あります。

細い急な下り坂

急な上り坂 沢沿いの道。気持ち良い
ですが滑りやすいので注意！

小さい橋

荻窪用水の説明板があります。

階段を上る

山縣
が た

水源池  

山縣水源池は、明治の元勲・山縣有朋の別荘古
こ

稀
き

庵
あん

のた
めに、明治 42（1909 ）年に敷設した長さ1,860mもある自
家用水道の貯水池です。この貯水池は、上部の直径 26m、
深さ4m、底部の直径17m の円すい台を上下逆にした形を
しており、明治時代に施工されたコンクリート構造物として
貴重な施設です。また、水源池の水は、大規模な逆サイフォ
ン方式により古稀庵の日本庭園を流れる水となるとともに、
後に、近くの益田孝別邸や閑

かん

院
いんのみや

宮別邸に給水されました。

取水堰
せ き

  

箱根町湯本の国道 1号にある函
かん

嶺
れい

洞
どう

門
もん

わきの早川をせき止
めている構造物が荻窪用水の取水堰になります。江戸時代
の荻窪用水開発当時の取水堰の構造は、よく分かっていま
せんが、大正時代に描かれた油絵には、石を詰め込んだ
竹のカゴを並べ早川をせき止め、水を引き入れているよう
すが描かれています。

荻窪用水の見どころ

荻窪用水 見学コース
※ 山縣水源池は、個人の所有地です。
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平成24年度
当初予算の概要

市
の
基
本
的
な
予
算
・
一
般
会
計

歳
入
予
算
の
内
容

　
最
も
大
き
な
収
入
は
市
税
で
す
が
、厳

し
い
経
済
情
勢
の
影
響
な
ど
か
ら
、前
年

度
に
引
き
続
き
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源

　
市
税
な
ど
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入

で
き
る「
自
主
財
源
」の
大
き
さ
は
、行

政
の
施
策
の
自
主
性
と
安
定
性
に
関
わ

り
、で
き
る
だ
け
多
く
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
と
比
較

し
、0.
0
2
%
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問  財政課  ☎ 33-1312

市議会3月定例会で平成24年度当初予算が議
決されました。本市の財政は、東日本大震災や
円高の影響などによる市税の減収など厳しい
状況が続いています。平成24年度当初予算は、
昨年度スタートした第5次総合計画「おだわら
TRYプラン」の将来都市像「市民の力で未来を
拓く希望のまち」に向け市民生活に必要なサー
ビスの維持向上を図りながら、いのちや暮らし
を守る施策を着実に進めるため、災害対策の強
化などに重点的に予算を配分しました。

歳入予算の内容
（依存財源・自主財源）

自主財源
計374 億 8,800万円

（64.27%）

市税
315億4,200万円

（54.07%）

諸収入
16 億 1,700万円

（ 2.77%）

使用料及び手数料
16 億 2,600万円

（2.79%）

繰越金
11億円（ 1.89%）

その他の自主財源
16 億 300万円（ 2.75%）

依存財源
計208 億 4,300万円

（35.73%）

その他の依存財源   
9 億 5,900万円（ 1.64%）

市債   
39 億 8,100万円（ 6.82%）

県支出金   
38億 2,000万円（ 6.55%）

国庫支出金   
90 億3,300万円（ 15.49%）

地方交付税   
11億 5,000万円（ 1.97%）

地方消費税交付金   
19 億円（ 3.26%）

特別会計・企業会計  平成24年度当初予算額と対前年度伸率

総額
1,358 億 9,293 万 8,000 円

企業会計
地方公共団体が経営する企業として、
独立採算制を基本に、その事業に伴
う収入により運営される会計で、水
道事業と病院事業の2 つの会計が
あります。

特別会計
特定の事業から得られる収入をもっ
て、その事業を行うため、一般会計
とは別に経理する会計です。天守閣
事業、下水道事業、介護保険事業など、
全部で10 の会計があります。

一般会計
福祉や教育、まちづくりなどの市の
基本的な行政事務を行うための会
計で、市税収入などを主な財源とし
ています。

一般会計
583億円3,110万円

特別会計（10 会計） 
607億 7,000万円

企業会計（ 2 会計）
167億9,183万円8,000円

総額
583.3億円

特
別
会
計

  

企
業
会
計

会計名

競輪事業

下水道事業

国民健康保険診療施設事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

特別会計  計

天守閣事業

国民健康保険事業

公設地方卸売市場事業

公共用地先行取得事業

宿泊等施設事業

水道事業

病院事業

企業会計  計

公営競技の競輪事業を実施しています。

下水道施設の維持管理や新規整備により生活環境の維持向上に努めています。

片浦診療所を運営しています。

原則 75 歳以上の高齢者に医療給付を行っています。

介護保険料と公費をもとに介護保険制度を運営しています。

-

小田原城天守閣の維持管理や特別展の実施により観光客の誘致に努めています。

国民健康保険料と公費をもとに国民健康保険制度を運営しています。

青果卸売市場と水産卸売市場を運営しています。

市民ホールの整備に先だち事業用地の先行取得を進めています。

ヒルトン小田原リゾート& スパの施設を所有し貸し付けを行っています。

水道施設の計画的な維持更新を進め、安全・安心な水道水を安定供給します。

県西地域の基幹病院である小田原市立病院を運営しています。

-

139 億 5,100 万円

96 億 5,000 万円

3,300 万円

 35 億 8,000 万円

112 億 5,000 万円

607 億 7,000 万円

1億 7,000 万円

212 億 2,700 万円

1億 2,300 万円

2 億 8,500 万円

5 億 100 万円

44 億 6,515 万6,000 円

123億 2,668万2,000 円

167億 9,183万 8,000 円

△  6.49

△ 10.23

 ± 0.00

 9.38

 12.28

△  0.65

△  5.56

 1.47

△ 21.66

△ 29.80

△  0.99

△ 10.40

△  0.34

△  3.23

伸 率（%）平成24年度当初予算額

※ 国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業などの医療・保険給付に関する特別会計が、前年度に対して増えています。
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その他
（議会費・労働費・予備費）
7億 200万円（1.20%）

歳
出
予
算
の
内
容

　

歳
出
予
算
は
、そ
の
分
類
の
方
法
と

し
て「
性
質
別
予
算
」と「
目
的
別
予
算
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
分
類
方
法
に
従
っ
て
歳
出
予
算
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

﹇
性
質
別
予
算
﹈

　
歳
出
予
算
が
ど
の
よ
う
な
性
質
で
支
出

さ
れ
る
か
、と
い
う
観
点
か
ら
分
類
し
た

も
の
で
す
。

● 

義
務
的
経
費

　
支
出
が
不
可
欠
な「
義
務
的
経
費
」は
、

人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
が
該
当
し

ま
す
。
人
件
費
は
手
当
の
削
減
、公
債
費

は
市
債
残
高
の
縮
減
に
努
め
た
こ
と
に

よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。
扶

助
費
は
子
ど
も
手
当
の
制
度
変
更
に
よ

り
減
少
し
ま
し
た
が
、例
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、財
政
の
硬
直
性
は
依
然
と
し
て
高

い
状
況
で
す
。

● 

投
資
的
経
費

　
支
出
効
果
が
、道
路
や
施
設
な
ど
の
将

来
に
残
る
資
本
の
形
成
に
つ
な
が
る
も

の
を「
投
資
的
経
費
」と
い
い
ま
す
。
災

害
対
策
の
強
化
な
ど
の
た
め
に
積
極
的

な
予
算
配
分
を
行
っ
た
た
め
、前
年
度
と

比
較
し
、
28.
78
%
の
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

﹇
目
的
別
予
算
﹈

　
歳
出
予
算
が
何
の
目
的
の
た
め
に
支

出
さ
れ
る
か
、と
い
う
観
点
か
ら
分
類
し

た
も
の
で
す
。

　
民
生
費
で
は
制
度
変
更
に
よ
り
、子

ど
も
手
当
が
前
年
度
と
比
較
し
減
少
し

ま
し
た
が
、介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
、全
体
で
1
億
4
千
7
0
0
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
土
木
費
は
お

城
通
り
地
区
再
開
発
事
業（
緑
道
整
備
）

の
進
捗
な
ど
に
伴
い
1
億
6
0
0
万
円

の
増
額
に
、ま
た
教
育
費
は
学
校
校
舎

屋
上
へ
の
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
な
ど
災
害

対
策
を
強
化
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

7
億
3
千
7
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

歳出予算の内容
（性質別予算）

歳出予算の内容
（目的別予算）

投資的経費
計 49 億 500万円

（8.41%）

単独事業
34億 3,000万円（5.88%）

補助事業
14億 7,500万円（2.53%）

農林水産業費
6 億 7,000万円（1.15%）

商工費
10 億 5,000万円

（1.80%）

消防費
20 億 100万円

（3.43%）

教育費
56 億 9,200万円

（9.76%）

衛生費
62 億 1,400万円

（10.65%）

土木費
62 億 3,100万円（10.68%）

その他の経費
計139 億200万円

（23.83%）

その他経費
10億4,200万円

（1.78%）

補助費等   
35億 7,500万円（6.13%）

物件費   
92 億 8,500万円（15.92%）

繰出金
76 億 500万円

（13.04%）

義務的経費
計319 億 1,900万円

（54.72%）

人件費
109 億 800万円

（18.70%）

扶助費
147億 6,200万円

（25.31%）

公債費
62 億4,900万円

（10.71%）

民生費
226 億 7,700万円

（38.88%）

総務費
68億4,500万円

（11.74%）

公債費
62 億4,900万円

（10.71%）

職員給与
市職員の給与は、国の基準に合わせており、性質別予算の
人件費率は 18.70%（上の円グラフ）で県内でも最も低い
水準となっています。
今年度は地域手当を7%から5%（来年度以降は 3%）へ引
き下げ、年間約 2 億円を削減します。また、職責に応じた
加算の調整や近隣市との水準の均衡を図るため、退職手
当調整額を平成 27 年度にかけて順次引き上げます。今年
度の増加額は、約 800 万円です。
これらにより、人件費全体を大幅に削減します。

市債残高の推移

市では、市債を元金の返済額以上に借り入れないことを
基本に、残高の縮減に努めています。平成 24 年度末の
市債残高の見込みは、一般会計と特別会計、企業会計を
合わせた全会計で、約1,094億円となる見込みです。こ
れは、市債残高のピークであった平成14 年度末の1,421
億円から約327億円の削減になります。

市債残高（全会計）

人件費

年度年度
 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

1,400

1,300

1,200

1,100

1,000

140

120

100

億円

億円

1,421

140

1,390

132

1,368

128

1,352

131

1,314

124

1,271

124

1,226

117

1,200

118

1,154

116
1,123

111
1,094

109

総額
583.3億円

総額
583.3億円
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「
文
化
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
芸
術
文
化
や

生
活
文
化
と
い
っ
た
極
め
て
幅
広
い
概
念
が

含
ま
れ
て
お
り
、
人
が
作
り
出
し
た
営
み
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
文
化
と
言
え
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
れ
「
文
化
」
は
、

い
か
な
る
時
代
や
社
会
に
お
い
て
も
、
人
々
の

心
を
潤
し
、
癒
し
、
そ
し
て
力
を
与
え
な
が
ら
、

今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
文
化
」
は
実
に
幅
広
い
す
そ
の
を

持
ち
、
そ
こ
か
ら
人
の
力
が
高
め
ら
れ
、
地
域

の
可
能
性
が
花
開
き
、
未
来
へ
の
希
望
が
生
み

出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
更
に
は
そ
の
力
が
、

社
会
的
な
困
難
や
閉へ

い

塞そ
く

を
打
ち
破
っ
て
、
夢
を

形
に
す
る
勇
気
を
、
関
わ
る
多
く
の
人
に
与
え

得
る
も
の
で
す
。

　

文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
学
識
経
験
者
や
市
民
に
よ
る
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
豊
か
な
文
化

を
創
造
し
実
感
で
き
る
環
境
を
整
え
、
生
活
の

質
を
高
め
る
と
と
も
に
、
社
会
や
経
済
を
よ

り
よ
い
も
の
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

文
化
振
興
の
意
義
や
方
向
性
を
明
確
に
し
ま

し
た
。

　
小
田
原
に
あ
る
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
魅
力

的
な
歴
史
・
文
化
資
産
、
伝
統
的
な
地
場
産
業

な
ど
、
地
域
の
宝
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
特
性

を
伸
ば
す
こ
と
で
、
魅
力
的
で
小
田
原
ら
し
い

文
化
が
育
ち
ま
す
。

「
市
民
ホ
ー
ル
基
本
計
画
」に
つ
い
て

　
基
本
計
画
は
、
51
人
の
公
募
市
民
が
参
加
し

た
市
民
検
討
委
員
会
を
6
回
、
専
門
家
に
よ
る

専
門
委
員
会
を
7
回
実
施
し
、
市
民
参
加
に
よ

る
徹
底
し
た
議
論
を
丹
念
に
積
み
重
ね
、
作
り

上
げ
ま
し
た
。
具
体
的
な
施
設
計
画
の
方
針
と

し
て
、
将
来
の
使
い
方
を
見
据
え
、
し
っ
か
り

し
た
骨
格
を
持
ち
な
が
ら
、
初
期
費
用
や
運
営

費
用
に
配
慮
し
た
、
使
い
や
す
い
施
設
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

小
田
原
の
文
化
の

こ
れ
か
ら

1 

文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

2 

市
民
ホ
ー
ル
基
本
計
画

芸
術
文
化
の
創
造
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
市
民
に

に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら
す
「
芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

問  

文
化
政
策
課  

☎
33-

1
7
0
9

文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
&
市
民
ホ
ー
ル
基
本
計
画

市
で
は
、
豊
か
な
文
化
を
背
景
と
し
て
、

「
希
望
と
幸
福
感
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
文
化
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、小
田
原
の

新
た
な
芸
術
文
化
創
造
拠
点
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
る
市
民
ホ
ー
ル
。「
市
民
ホ
ー

ル
基
本
構
想
」の
理
念
に
基
づ
き
、建
設
の

具
体
的
な
内
容
や
、今
後
の
設
計
者
選
定
、

設
計
業
務
に
向
け
た
整
備
推
進
方
針
を
示
し
、

芸
術
文
化
創
造
の
拠
点
づ
く
り
の
プ
ロ
セ

ス
を
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
上
げ
て
い
く「
市

民
ホ
ー
ル
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

文化振興ビジョンと市民ホール基本計画
小田原市総合計画「おだわら TRY プラン」

市民ホール

使命

７つの事業の基本方針

文化振興ビジョン
目指す都市のすがた：

希望と幸福感を持って暮らすことができるまち
人〜互いを認め合う「絆

きずな

」社会／まち〜小田原という「都市ブランド」

基本理念
多様で豊かな市民の芸術文化創造活動からわきあがる

クリエイティブな力と熱意が市民ホールからまちへとあふれ
未来に開かれた文化都市を創造する。

芸術文化を
身近なもの

にする

小田原を
発信する

志ある人を
育てる

まちの魅力を
磨く

感動を伝える 集い交流する育てる 創りあげる
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● 
施
設
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方（
ハ
ー
ド
）

❶ 
芸
術
文
化
創
造
の
拠
点

～
芸
術
文
化
活
動
の
中
核
と
し
て

市
民
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
る
施
設
～

❷ 

機
能
的
で
使
い
や
す
い
施
設

～
芸
術
文
化
の
多
様
性
や
将
来
の

可
能
性
へ
の
対
応
～

❸ 

人
に
や
さ
し
い
施
設

～
誰
も
が
快
適
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
～

❹ 

に
ぎ
わ
い
の
創
出

～
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る

親
し
み
や
す
さ
と
回
遊
性
の
向
上
～

❺ 

景
観
へ
の
配
慮

～
立
地
を
活い

か
し
た
景
観
の
形
成
～

❻ 
環
境
と
の
調
和

～
環
境
負
荷
の
少
な
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
～

❼ 

防
災
対
策

～
十
分
な
防
災
対
策
と
運
用
～

❽ 

コ
ス
ト
へ
の
配
慮

～
中
長
期
的
視
点
～

● 

芸
術
文
化
創
造
拠
点
と
し
て
の

7
つ
の
事
業
方
針（
ソ
フ
ト
）

❶ 

そ
だ
て
る  〈
育
成
普
及
〉

❷ 

た
の
し
む  〈
質
の
高
い
催
し
〉

❸ 

つ
く
る  〈
市
民
参
加
〉

❹ 

つ
た
え
る  〈
地
域
特
性
の
発
信
〉

❺ 

出
会
う  〈
交
流
促
進
〉

❻ 

に
ぎ
わ
う  〈
に
ぎ
わ
い
創
出
〉

❼ 

ひ
ろ
げ
る  〈
利
用
促
進
〉

● 

芸
術
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

　
市
民
ホ
ー
ル
は
、
単
に
市
民
会
館
の
建
て
替

え
で
は
な
く
、
芸
術
文
化
活
動
を
通
じ
て
地
域

と
市
民
が
核
と
な
っ
て
創
り
出
し
て
い
く
、
小

田
原
の
創
造
的
な
活
力
の
源
泉
と
も
い
え
る

芸
術
文
化
創
造
の
拠
点
＝「
芸
術
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
整
備
し
ま
す
。

※ 

詳
し
い
内
容
は
、
文
化
政
策
課
、
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
、
支
所
・
連
絡
所
な
ど
に
配
架

し
て
あ
る「
市
民
ホ
ー
ル
基
本
計
画
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平成24年度の取り組み

市民検討委員会

市民ホール建設予定地

● 文化振興ビジョンを推進します。
　文化振興ビジョンを推進するため、
その体制づくりや評価方法について
検討を行います。

● 設計者を決定します。
　平成 25・26 年度に予定している具
体的な設計作業を見据え、建築計画
や劇場関係の専門家による設計者選
定委員会を設置します。委員会では、
最もふさわしい小田原の芸術文化創
造拠点の設計者を決定します。

● 管理運営計画を取りまとめます。
　施設の整備（ハード）だけでなく、芸術
文化の創造拠点として、市民ホールで行わ
れる文化事業の整備（ソフト）、市民参加
や運営組織のあり方などを検討していく
必要があることから、市民委員会と専門
委員会を設置し、管理運営計画を取りま
とめます。
　市民委員会は 7月上旬から、ワーキン
グ形式で検討を行う予定ですが、このた
めの事前研修としてシンポジウムを開催し
ます。

先進都市の文化政策の状況などに詳
しい講師や専門委員の話を聞き、市
民 ホール の 運営について考えます。
今後、市民委員として検討に参加さ
れるかたはご出席ください。

日時：6月17日（日）  
午後1時30分〜 4時30分

場所：市役所7階大会議室
講師：ニッセイ基礎研究所  吉本光宏さん
※ 事前申し込みは不要。

市民委員を募集  
シンポジウム「文化のまちづくりを考える」
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平
成
24
年
4
月
か
ら
、
国
の
制
度
が
改
正
さ

れ
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
料
な

ど
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（ 

新
た
に
創
設
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス 

）

● 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

　
要
介
護
高
齢
者
が
在
宅
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
介
護
・
看
護
が
一
体
的
に
、
ま
た
は

密
接
に
連
携
し
て
、
日
中
、
夜
間
を
通
じ
て
、

1
日
複
数
回
の
定
期
訪
問
や
随
時
対
応
す
る

サ
ー
ビ
ス

● 

複
合
型
サ
ー
ビ
ス

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護（
通
い
・
泊
ま

り
・
訪
問
）と
訪
問
看
護
の
機
能
を
有
し
た

サ
ー
ビ
ス

※ 

現
在
市
内
に
は
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（ 
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
の
変
更 

）

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
、
変
更
金
額
な
ど

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
施
設
な
ど

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（ 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
時
間
な
ど
の
変
更 

）

　

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

時
間
区
分
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（ 

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間 

）

　
新
規
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
、

認
定
有
効
期
間
は
申
請
日
か
ら
6
か
月
が
上

限
で
し
た
が
、
認
定
審
査
会
の
判
断
に
よ
り
、

申
請
日
か
ら
最
大
12
か
月
ま
で
を
有
効
期
間

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
す
ぐ
必
要
で
す
か
?

要
介
護
認
定
の
申
請

　
要
介
護
認
定
と
は
、「
ど
の
く
ら
い
の
量
の

介
護
が
必
要
か
」を
全
国
共
通
の
基
準
に
従
っ

て
、
専
門
家
が
客
観
的
に
判
断
・
認
定
す
る

も
の
で
、
認
定
さ
れ
た
介
護
度
に
応
じ
て
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
量
の
上
限
が

決
め
ら
れ
ま
す
。

　

要
介
護
認
定
の
申
請
か
ら
認
定
ま
で
は
、

次
の「
申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
流
れ
」の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
、
時
間
も
費
用
も
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　
「
も
し
も
の
時
の
た
め
に
」「
病
院
に
入
院
し

た
ば
か
り
で
、
今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
が
念
の
た
め
に
」
と
い
う
理
由
で
申
請
さ

れ
る
か
た
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
な
い
ま
ま
更
新
手
続
き
を
す
る

か
た
が
、
認
定
件
数
の
約
1
割
に
上
る
月
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
が
続
く
と
、
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
か
た
の
認
定
が
遅
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
早

め
に
申
請
し
て
も
、
申
請
時
と
実
際
に
サ
ー

ビ
ス
を
使
い
始
め
た
い
と
思
っ
た
時
の
身
体

状
況
に
差
が
あ
る
場
合
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
有
効
期
限

が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
す
ぐ
要
介
護
認
定
の
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
、
申
請
前
に
よ
く
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
流
れ

4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
の

一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

問  

介
護
保
険
課  

☎ 

33-

1
8
2
7

申
請
手
続
き

主
治
医
が

意
見
書
を
作
成

訪
問
調
査

訪
問
調
査
結
果
と
主
治
医
意
見
書
を

基
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
一
次
判
定

専
門
家
に
よ
る

認
定
審
査
会
で
二
次
判
定

認
定
結
果
の
送
付

要介護認定に要する経費（試算）：1 件あたり約 15,000 円
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平成 20 年に木造 住宅を新築したが、
平成 24 年度分の家屋の固定資産税が
高くなったのはなぜ ?
新築の木造住宅は、原則初年度から3
年間に限り、床面積の120㎡（約36 坪）
までの固定資産税が 2分の1に減額さ
れます。このケースでは、平成 21年度
から23 年度までは減額され、24 年度
から本来の税額に戻ったためです。な
お、3 階建て以上の中高層耐火住宅な
どは、原則5 年間減額されます。

2 月に土地と家屋を売却したが、納税
通知書が送られてきたのはなぜ ?
毎年1月1日時点の所有者に課税され
るため、年の途中で土地や家屋を売却
しても、その年度の税金は1月1日現在
の所有者（売主）に全額課税されます。

口座振替で納めていたが、今回は納付書
により金融機関などの窓口で納めるよう
納税通知書が送られてきたのはなぜ ?
所有者の変更があると、引き続き口座
振替で納めることができなくなります。

　

固
定
資
産
税
は
、
市
内
に
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
か
た
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
市
税
収
入
の
約
半
分
を
占

め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
公
共
事
業
な

ど
の
財
源
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
こ
の
5
月
に「
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
納
税
通
知
書
」を
発
送
し
ま
す
。

課
税
対
象
者
は

　

毎
年
1
月
1
日
現
在
の
、
登
記
簿
上
の
所

有
者
、
未
登
記
の
家
屋
の
所
有
者
お
よ
び
償

却
資
産
の
所
有
者

納
付
方
法
は

　

各
納
期
限
ま
で
に
、
市
役
所
指
定
の
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口
で

納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
。

● 

納
付
書
は
、
期
別（
納
期
）を
よ
く
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

税
額
が
30
万
円
超
の
納
付
書
に
は
、
バ
ー

コ
ー
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
を

行
っ
て
い
ま
す

期
間

：

5
月
31
日（
木
）ま
で（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
所

：

資
産
税
課（
市
役
所
2
階
11
番
窓
口
）

※ 

今
年
度
は
、
評
価
替
え
の
年
で
す
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

据
え
置
き
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

住
宅
用
地
等
の
税
額
は
バ
ブ
ル
期
の
地
価

高
騰
に
伴
い
、
税
額
が
急
増
し
な
い
よ
う
な
特

例
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
こ
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
直
し
対
象
と
な
る
土
地
は
、
住
宅
用
地
お

よ
び
市
街
化
区
域
農
地
で
、
従
来
ま
で
負
担
水

準（
※
）
が
80
%
〜
1
0
0
%
の
場
合
は
税
額

が
前
年
度
と
同
じ（
据
え
置
き
）と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、
負
担
水
準
が

90
%
に
達
す
る
ま
で
段
階
的
に
税
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
）負
担
水
準
＝

前
年
度
課
税
標
準
額
÷
本
来
の
課
税
標
準
額

　
本
来
の
課
税
標
準
額
と
は
評
価
額
に
特
例
率
を
掛

け
た
も
の
で
、
住
宅
1
戸
に
つ
き
2
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
の
住
宅
用
地
は
6
分
の
1
、2
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
の
住
宅
用
地
や
市
街
化
区

域
農
地
は
3
分
の
1
が
特
例
率
で
す
。

主な質問

固定資産税などの
納税通知書を
発送します
問  資産税課  ☎ 33-1361

第1期分については、金融機関などの窓
口で納めていただき、改めて口座振替
の手続きをお願いします。

共有者用納税通知書が送られてきまし
たが、税金を納めるの?
共有の場合に、代表のかた以外にお送
りしているもので、税額や期別納付額な
ど（記載金額は、共有者の持分によっ
て分割したものではありません）をお知
らせするものです。納付書は代表のか
たへお送りしています。

昨年、住宅を取り壊して更地にしたが、
固定資産税額が上がったのはなぜ ?
住宅が建っている土地は、特例により税
額が軽減されています。更地や駐車場
にすると、この特例が適用されなくなる
ためです。

地価が下落しているのに、固定資産税
が下がらないのはなぜ ?
土地の評価額は平成 6 年度の評価替え
から、全国的に地価公示の7 割を目途
に算定することとされ、大幅に引き上げ
られましたが、税負担の急激な増加を

避けるため、段階的に引き上げる負担調
整措置を行いました。現在、税負担が
高い土地は税額を引き下げたり据え置
いたりする一方、税負担が低い土地は税
額を引き上げています。そのため、税額
が地価の動向と一致しないこともあり
ます。

事業を始めたが、償却資産の申告は必
要ですか?
償却資産とは、土地・家屋以外の資産で、
事業に用いることができる機械・器具・
備品などの資産ですが、市内にそれらの
資産を所有する法人や個人事業者のか
たは、申告が必要です。また、賃貸借契約

（リース）により、これらの資産を貸し出
している事業者のかたも申告が必要です。

門や 塀は家 屋として課 税されるので
すか ?
固定資産税の課税対象となるのは、住
宅や店舗、工場、物置など、土地に定
着した建物です。門や塀、柱と屋根だ
けの車庫などは課税の対象にはなりま
せん。なお、事業用の資産は、償却資
産として課税の対象となります。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A
A

A

A

A

A

A

A
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「
自
転
車
に  
免
許
は
な
く
て

も  

ル
ー
ル
あ
り
」

　
自
転
車
は
、幅
広
い
年
代
の
か
た
が

利
用
す
る
身
近
な
交
通
手
段
で
す
。

特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、通
勤
手

段
と
し
て
も
注
目
を
集
め
、今
後
も
利

用
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、自
転
車
利
用
者
の
交

通
ル
ー
ル
を
守
る
意
識
は
十
分
に

浸
透
せ
ず
、ル
ー
ル
違
反
、マ
ナ
ー

の
欠
如
に
対
す
る
批
判
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年
、市
内
で

発
生
し
た
交
通
事
故（
9
9
7
件
）

　
私
た
ち
の
市
の
代
表
者
を
決
め

る
大
事
な
選
挙
で
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
で
小
田
原

の
未
来
が
決
ま
り
ま
す
。
大
切
な
一

票
を
無
駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
（
4
人
連

の
う
ち
、約
3
割（
2
5
8
件
）は

自
転
車
が
関
係
す
る
事
故
で
あ
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
の
交
通
事
故
を
一
件
で

も
減
ら
す
た
め
、市
で
は
警
察
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、自
転

車
利
用
者
に
対
す
る
ル
ー
ル
の
周

知
と
安
全
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
だ
け
は
守
り
た
い

自
転
車
安
全
利
用
五
則

❶ 

車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

❷ 

車
道
は
左
側
を
通
行

記
）を
あ
ら
か
じ
め
各
自
切
り
離

し
て
持
参
し
、は
が
き
に
書
い
て

あ
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
届
い
て
い
な
い
場
合
、
ま
た

は
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も

選
挙
権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

❸ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

車
道
寄
り
を
徐
行

❹ 

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

❺ 

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

※ 

市
議
会
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た

た
め
、市
長
選
挙
と
同
時
に
市

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
も
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
場
合
は

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う

日
時

：

5
月
14
日（
月
）〜
19
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

場
所

：

市
役
所
2
階

展
示
・
広
報
ロ
ビ
ー
、

マ
ロ
ニ
エ
1
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

酒
匂
川
水
系
の
メ
ダ
カ

　

メ
ダ
カ
は
、か
つ
て
最
も
よ
く

見
ら
れ
る
淡
水
魚
で
し
た
が
、水

田
の
減
少
な
ど
に
よ
り
生
息
数
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

環
境
省
の「
汽
水
・
淡
水
魚
類

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」で
は「
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
」に
指
定
さ
れ
、
県
内
で
は

野
生
の
状
態
で
広
範
囲
に
生
息
し

て
い
る
の
は
、
本
市
の
桑
原
・
鬼

柳
地
区
の
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、酒
匂
川
水
系
の
メ
ダ
カ

は
、地
域
固
有
の
遺
伝
子
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、学
術
的
な
価

値
が
非
常
に
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

メ
ダ
カ
を
守
る

〝
サ
ポ
ー
タ
ー
〞の
募
集

　
こ
れ
ま
で
酒
匂
川
水
系
の
メ
ダ

カ
は
、地
域
の
皆
さ
ん
や
環
境
保

全
活
動
に
携
わ
る
皆
さ
ん
の
力
で
、

守
り
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
よ
り
良
好
な
環
境
で
メ

ダ
カ
の
保
全
が
で
き
る
よ
う
、市

民
の
手
に
よ
る
生
息
地
の
維
持
管

理
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
メ
ダ
カ
の
保
護
に
関
心

が
あ
り
、
清
掃
活
動（
年
3
〜
4

回
）・
パ
ト
ロ
ー
ル
、
生
き
物
観

察
・
調
査
な
ど
を
お
手
伝
い
い
た

だ
く
仲
間“
サ
ポ
ー
タ
ー
”を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　
5
月
18
日（
金
）ま
で
に
、メ
ー

ル
ま
た
は
電
話
、は
が
き
に
よ
り
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5

小
田
原
市
環
境
保
護
課

E
メ
ー
ル

：hogo@
city.odaw

ara.
kanagaw

a.jp

※ 

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。

※ 

5
月
下
旬
に
第
1
回
の
打
ち
合

わ
せ
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※ 

応
募
の
受
付
は
、随
時
行
う
予

定
で
す
。

ii

i

5
月
は「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
」で
す

5
月
5
日（
こ
ど
も
の
日
）は「
自
転
車
交
通
安
全
の
日
」で
す

5
月
20
日（
日
）に
市
長
選
挙
と

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
す

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で

酒
匂
川
水
系
の
メ
ダ
カ
生
息
地

「
め
だ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
」
募
集

地
域
安
全
課  

☎ 

33-  
1
3
9
6

問

選
挙
管
理
委
員
会  

☎ 

33-  
1
7
4
2

問

環
境
保
護
課  

☎ 

33-  
1
4
8
1

問

平
成
23
年
度
市
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル  

市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞  

山
田
夏か

鈴り
ん

さ
ん
（
酒
匂
中
3
年［
当
時
］）の
作
品
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今
年
3
月
、
女
子
美
術
大
学
大
学

院
を
卒
業
し
、
市
内
で
制
作
活
動
を

し
て
い
る
石
山
さ
ん
。
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
絵
本
の
制
作
を
専
門
に
し

て
い
ま
す
が
、「
自
分
に
合
っ
た
表

現
の
仕
方
を
模
索
中
」で
日
本
画
な

ど
も
積
極
的
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
第
64
回
小
田
原
市
美
術
展
覧

会
に
は
、
日
本
画
の「
桜
獅し

子し

図
」

を
出
品
し
、
見
事「
教
育
委
員
会
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
4
歳
の
時
に
お
父
様
が
買
っ
て
く

れ
た
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク「
話
の
話
」

の
映
像
を
見
て
強
い
影
響
を
受
け
、

美
術
の
世
界
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
美
術
部
に
所
属
し
、
学

園
祭
で
は
大
き
な
看
板
の
デ
ザ
イ
ン

を
担
当
す
る
な
ど
活
躍
。
白
百
合
女

子
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
は
、
児
童

文
学
を
学
び
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

絵
本
の
制
作
を
始
め
ま
し
た
。

　
時
に
は
電
車
の
中
で
、
ふ
と
感
じ

た
こ
と
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
と
い
う
石

山
さ
ん
。「
大
き
な
喜
び
で
は
な
く
、

言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
日
常
の
中
に

隠
れ
て
い
る
哀
愁
、
心
の
す
き
間
な

ど
独
特
な
空
気
感
を
表
現
し
た
い
」

と
話
し
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
小
田

原
は
、「
海
、
山
と
自
然
が
豊
か
で
、

目
に
は
見
え
な
い
土
地
そ
の
も
の
の

持
つ
魅
力
が
あ
る
。
他
に
は
な
い
独

特
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
」、
今
後
は

「
制
作
活
動
を
通
じ
て
、
市
内
で
の

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」と

意
気
込
み
ま
す
。

みなぎる可能性、描く夢、そして、奏でる未来。
このコーナーでは、若者たちの活躍する姿や
メッセージをお届けします。

　
「
か
た
う
ら
タ
イ
ム
ス
」を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
片
浦
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
で
、
昨
年
11
月
に
創
刊
、
現
在
ま
で
に
3

号
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
呼
び
か
け
た
の
は
、
大
学
院
の
ま
ち
づ
く
り

研
究
で
片
浦
地
域
に
関
わ
り
、
そ
の
魅
力
に
引

き
込
ま
れ
た
山
本
さ
ん
。
地
域
内
外
の
若
者
が

集
ま
り
、取
材
や
記
事
作
り
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
の
実
家
か
ら
片
浦
に
通
い
、
時
に
は
泊

ま
り
込
ん
だ
山
本
さ
ん
は
、
意
外
に
地
元
の
人

が
片
浦
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
、
片
浦
に
住
む
人
た
ち
が
お
互

い
を
知
る
仕
組
み
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
か
た
う
ら
タ
イ
ム
ス
」を
作
っ
た
こ
と
で
、

地
域
外
に
住
む
片
浦
出
身
の
か
た
か
ら「
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」と
い
う
問
い
合
わ
せ

が
何
件
か
あ
り
ま
し
た
。
遠
く
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
か
た
も
い
て
、
片
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
は
、「
か
た
う
ら
タ
イ
ム
ス
」
を
通

じ
て
で
き
た
つ
な
が
り
か
ら
、
面
白
い
企
画
が

立
ち
上
が
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
の
情

報
を
発
信
で
き
る
ツ
ー
ル
と
な
る
と
こ
ろ
ま

で
携
わ
っ
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

　
「
人
と
人
と
が
自
然
に
声
を
掛
け
合
え
る
距

離
感
が
残
り
、
豊
か
な
資
源
を
背
景
に
い
ろ
ん

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
片
浦
は
、
第
二

の
ふ
る
さ
と
」と
い
う
山
本
さ
ん
は
、
地
域
全

体
で
片
浦
の「
今
」を
楽
し
み
、
盛
り
上
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

山本香菜さん

メンバー手作りの「かたうらタイムス」

教育委員会賞「桜獅子図」（日本画）

片
浦
の
魅
力
を
伝
え
、地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る 

か
た
う
ら
タ
イ
ム
ス

意欲的にアニメーションや絵本を制作
第64回小田原市美術展覧会で「教育委員会賞」を受賞

石山亞
あ

理
り

沙
さ

さん

第
65
回
小
田
原
市
美
術
展
覧
会

文
化
政
策
課  

問 

☎
33-

1
7
0
6

日
程

：

前
期 

5
月
23
日（
水
）〜
27
日（
日
）

後
期 

6
月
6
日（
水
）〜
10
日（
日
）

時
間

：

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

（
各
期
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

場
所

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
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定置網のしくみ

通常定置網の水揚げは、夜明け前に行われます。写真は、小田
原みなとまつりでの、定置網漁業の見学の際に撮ったものです。

市
の
魚

　
市
で
は
平
成
13
年
に
、
メ
ダ
カ
と
と

も
に
ア
ジ
を
市
の
魚
に
定
め
ま
し
た
。

ア
ジ
は
、
銀
色
に
光
り
輝
き
な
が
ら
海

を
回
遊
す
る
姿
が
美
し
い
、
相
模
湾
を

代
表
す
る
魚
で
あ
り
、
小
田
原
で
取
れ

る
最
も
主
要
な
魚
種
で
す
。

小
田
原
の
定
置
網

　
小
田
原
の
漁
業
は
、
定
置
網
が
主
で
、

市
場
の
水
揚
げ
の
7
〜
8
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
の
後
期
に
は
米こ

め

神か
み

に
漁
場
が
あ
り
、

そ
の
後
改
良
を
重
ね
て
現
在
の
形
に
な

り
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
初
期
、
さ
ら

に
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
30
年
代
初
め

の
小
田
原
は
、
ブ
リ
が
大
量
に
取
れ
、

日
本
有
数
の
ブ
リ
漁
場
と
し
て
有
名
で

し
た
。
そ
の
後
、
定
置
網
で
取
れ
る
主

要
な
魚
種
は
、
マ
ア
ジ
、
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ

ギ
、
マ
イ
ワ
シ
、
サ
バ
な
ど
に
移
り
変

わ
り
ま
し
た
。
小
田
原
に
は
、
現
在
4

つ（
石
橋
、
米
神
、
根
府
川
、
江
之
浦
）

の
大
型
定
置
網
が
あ
り
、
年
間
約

3
0
0
0
ト
ン
の
漁
獲
量
と
な
っ
て
お

り
、
主
に
マ
ア
ジ
が
多
く
水
揚
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。

誘
い
込
ん
で
…

　
定
置
網
漁
業
は
、
沿
岸
近
く
の
魚
の

通
り
道（
魚
道
）を
垣
根
の
よ
う
な
網

（
垣
網
）で
遮
り
、
そ
の
垣
網
に
沿
っ
て

沖
合
へ
逃
げ
よ
う
と
す
る
魚
を
定
置
網

の
中
へ
導
き
入
れ
て
、
最
後
は
箱
状
の

網（
箱
網
）に
誘
い
込
ん
で
取
る
漁
法

で
す
。

好
ま
れ
る「
ア
ジ
・
味
」

　
ア
ジ
は「
味
が
良
い
た
め
」ア
ジ
と
い

う
名
が
付
い
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
多

く
の
人
が
好
む
魚
で
す
。

　
相
模
湾
に
来
遊
す
る
ア
ジ
は
、
主
に

東
シ
ナ
海
で
生
ま
れ
、
1
年
後
に
は
20 

セ
ン
チ
前
後
に
育
ち
、
漁
獲
対
象
に
な

り
ま
す
。
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
マ
ア
ジ
の

子
ど
も
が
ジ
ン
ダ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
で
ア
ジ
と
い
う
と
、
主
に
マ

ア
ジ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
ア
ジ
科

の
魚
に
は
、
マ
ア
ジ
の
他
に
、
マ
ル
ア

ジ
、
イ
ト
ヒ
キ
ア
ジ
、
カ
イ
ワ
リ
、
シ

マ
ア
ジ
な
ど
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
ブ

リ
や
カ
ン
パ
チ
な
ど
も
同
じ
ア
ジ
科
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

● 

マ
ア
ジ

大
変
な
じ
み
深

い
大
衆
魚
で
す
。

初
夏
に
産
卵
す

る
前
の
春
頃
か

ら
6
月
ま
で
と
、

ジ
ン
ダ
が
成
長

し
て
太
り
だ
す
10
月
頃
と
、
旬
が
年

2
回
あ
り
ま
す
。
旬
の
刺
身
や
塩
焼

き
の
味
は
、
タ
イ
よ
り
上
と
言
わ
れ

ま
す
。

● 

マ
ル
ア
ジ

秋
か
ら
冬
に
旬

を
迎
え
、
市
場

で
は
通
称
ア
オ

ア
ジ
と
呼
ば
れ
、

鮮
魚
や
干
物
な
ど
で
流
通
し
て
い
ま

す
。
旬
の
マ
ル
ア
ジ
は
、
刺
身
よ
り

た
た
き
が
一
番
と
言
わ
れ
、
残
っ
た

た
た
き
で
つ
み
れ
汁
を
作
っ
た
り
、

さ
ん
が
焼
き
に
す
る
の
も
好
ま
れ

ま
す
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

13

小田原の魚といえば…

味がよい「アジ」

?

?

!!

海岸

魚の群れ
垣
かき

網
あみ

箱
はこ

網
あみ

登
のぼりあみ

網
運
うん

動
どう

場
ば

14



前田卓男さん

● 

イ
ト
ヒ
キ
ア
ジ

ひ
し
形
の
体
形

で
、
幼
児
期
に

は
背
び
れ
と
尾

び
れ
の
先
が
糸

状
に
長
く
伸
び
、
そ
の
長
さ
は
体
の

2
倍
以
上
に
な
り
ま
す
。
じ
っ
く
り

と
焼
い
た
塩
焼
き
が
お
薦
め
。

● 

カ
イ
ワ
リ

ひ
し
形
の
体
形

で
、
尾
び
れ
の

形
が
二
股
に
広

く
分
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
、
名
前
の
由
来
。
別
名

「
カ
ク
ア
ジ
」ま
た
は「
ヒ
ラ
ア
ジ
」

と
も
呼
ば
れ
流
通
し
て
い
ま
す
。
小

型
の
カ
イ
ワ
リ
な
ら
、
塩
焼
き
で
軟

ら
か
な
弾
力
の
あ
る
歯
ご
た
え
と
、

程
良
い
脂
を
堪た

ん

能の
う

し
、
大
型
の
カ
イ

ワ
リ
は
刺
身
や
寿
司
に
。

● 

シ
マ
ア
ジ

だ
円
形
で
、中

央
に
幅
の
広
い

薄
黄
色
の
線
が

走
っ
て
い
ま
す
。

高
級
食
材
魚
と

し
て
、ア
ジ
の
中

で
最
も
美
味
で
、市
場
で
の
価
値
は
マ
ダ

イ
や
ヒ
ラ
メ
以
上
。
程
良
く
脂
の
乗
っ

た
シ
マ
ア
ジ
は
、刺
身
と
寿
司
が
一
番
。

　三枚おろしは魚をおろす
基本のおろし方。自分でお
ろせば、切り身を購入する
よりも新鮮でおいしい魚を
味 わえます。 背 骨 部 分 も、
骨せんべいにしたり、だし
をとって汁物にしてもおいしく食べられます。
　三枚におろせる魚は、アジの他にも、イサキ、カツオ、
カワハギ、キンメダイ、スズキ、タイなどたくさんあります。
　包丁をよく研いで、ご家庭でおいしい魚料理を作りま
しょう。

腹を3 〜 5㎜程度切ります。

はらわたを取り、お腹を流水で洗
います。

背を手前に、尾を左にし、背びれの
上に包丁を入れ、中骨に沿って切り
離します。尾の付け根まで進めます。

尾を左のまま、腹を手前に向きを
変え、同様に中骨に沿って包丁を
入れ切り離します。

魚を水洗いし、背を手前に、頭を右
側に置きます。

腹骨を、骨に沿ってゆっくり包丁
を入れそぎ取ります。

胸びれの後ろから包丁を入れ、頭
を切り落とします。

　江戸時代、取れたてのアジやカマスを開き干しにし、
保存食として売ったのが始まりとされています。干物に
することで、水分が減って味が濃縮し、たんぱく質が分
解され、うまみ成分が増えます。

　街かど博物館の「ひもの体験館」としても知られる市内早
川の塩干加工業・カネタ前田商店代表取締役の前田卓男さ
ん。「干物は、凝縮された魚本来の旨み、香りを味わえます。
開きを漬ける塩水の濃度や漬ける時間や乾燥の仕方など、
お店によって、味に特徴があります」とおいしさに太鼓判を

押します。干物は「焼き過ぎないのがポイント」で、「ホット
プレートやフライパンを使うのもお薦め」だそうです。

アジの三枚おろし

干物

1

3

4

5
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4 月1日現在 小田原市の人口196,926 人  78,499 世帯

　
5
月
3
日
の「
北
條
五
代
祭
り
」

武
者
隊
な
ど
総
勢
約
1
8
0
0
人

が
、
勇
壮
に
練
り
歩
き
ま
す
。

　
小
田
原
城
址
公
園
は
、
小
田
原

駅
東
口
か
ら「
駅
前
通
り
」「
お
堀
端

通
り
」を
歩
い
て
10
分
ほ
ど
。
正

規
登
城
ル
ー
ト
は
、
馬
出
門
土
橋

を
渡
り
、
馬
出
門
、
内う

ち

冠か
ぶ
ら

木ぎ

門

を
く
ぐ
り
、
お
堀
に
沿
っ
て
左
に

回
り
、
住
吉
橋
を
渡
り
ま
す
。
平

成
9
年
に
復
元
さ
れ
た「
銅

あ
か
が
ね
も
ん

門
」の

先
に
広
が
る
銅
門
広
場
で
は
一
年

を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
常
盤
木
橋
を
渡
り
、
常
盤
木

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

小田原駅（その2）
1920年開業、1日の平均乗降者数は189,786人
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2

3

4

5

1

天守閣 馬出門
土橋

常盤
木門

正規登城ルート 銅門

北入口

至小田原駅

門
を
く
ぐ
る
と
、
天
守
閣
が
そ
び

え
る
本
丸
広
場
に
着
き
ま
す
。
初

夏
の
青
空
に
映
え
る
小
田
原
城
と
、

青
々
と
し
た
松
。
小
田
原
を
代
表

す
る
風
景
の
一
つ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
お
薦
め
な
の

が
南
側
の
お
茶
壺つ

ぼ

橋
の
た
も
と
の

「
御ぎ

ょ

感か
ん

の
藤
」。
大
正
天
皇
が
見
事

な
花
に
感
嘆
し
た
こ
と
が
名
前
の

由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
つ
じ
、
し
ょ
う
ぶ
、
あ
じ
さ

い
、
は
す
。
季
節
の
花
と
悠
久
の

歴
史
を
楽
し
め
る
小
田
原
城
址
公

園
を
ゆ
っ
く
り
と
訪
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

馬出門

お茶壷橋


